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あらまし：高等学校学習指導要領において、「情報の科学」で情報システムについて学習するように定め

られている。教科書では情報システムの例として POS システムが紹介されているが、簡単に概要が解説

されているだけである。教科書だけでは POS システムの役割を理解できないと考え、本研究では POS シ

ステムにおける商品販売などの機能で、店員が行う操作のシミュレーションと POS システム内部で行わ

れているデータベース操作の体験をする教材を開発した。この教材によりデータベース内に蓄積されてい

るデータとその活用方法、POS システムの処理過程を学習する。高校生数人に使用してもらい評価を行

ったので、その結果を報告する。 
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1. はじめに 
高等学校学習指導要領において、「情報の科学」

で情報システムについて学習するように定められて

いる。教科書では情報システムの例として POS シス

テムが紹介されているが、簡単に概要が解説されて

いるだけである。教科書だけでは POS システムの役

割を理解できないと考え、本研究では POS システム

について学習する教材を開発した。 
本教材の目的は、コンビニエンスストアの POS シ

ステムにおいて、データベース内に蓄積されている

データや、そのデータの活用方法を理解させること

である。販売・発注・納品のシミュレーションを行

いながら、データベース内のデータや POS システム

の処理過程を確認できる。また収集されたデータを

用いた分析のシミュレーションもでき、データの活

用法も理解できる。データベースの概要やテーブル

の操作などの必要となる知識は解説を用意した。 
  
2. 教材について 
本教材は Web ブラウザ上で動作する。インターネ

ット接続は不要である。開発には HTML、CSS、
JavaScript を使用している。開発行数は約 5300 行で

ある。本教材は解説ページと体験ページから構成さ

れている。 
2.1 解説ページ 

解説ページでは POS システムの概要・収集される

データの内容・データの分析方法・データベースの

基礎について図と文書で解説している。 
2.2 体験ページ 

体験ページでは商品の販売・発注・納品・バスケ

ット分析・リピート率計算のシミュレーションを行

うことができる。 
体験ページでは 1 ページ内に操作画面とデータ表

示画面がある。図 1 は販売のシミュレーションにお

ける操作画面の一部である。図 2 はリピート率計算

のシミュレーションにおける操作画面の一部である。

リピート率とは、ある商品の総販売回数におけるリ

ピート購入の占める割合である(1)。データ表示画面

では図 3 のようにデータベースのテーブルが表示さ

れる。学習者が操作画面で操作を行うことで、デー

タ表示画面のデータが更新される。データの追加や

検索を行う際には複数あるテーブルの中から対象の

テーブルを選ぶ、またはテーブルを結合する体験が

できるようになっており、データベースの構造や操

作を理解させるようにしている。また発注のシミュ

レーションの際には、図 4 のように商品の日別売上

グラフを表示することもできる。 
 

 
図 1 操作画面（販売体験） 

 

 
図 2 操作画面（リピート率計算体験） 
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図 3 データベース内のテーブル 

 

 

図 4 日別商品売上グラフ 
 
販売・発注・納品のシミュレーションに関しては

初めに店員と同様の操作をするシミュレーションを

行った後、店員の操作に加えてデータベースの操作

も体験する 2 段階方式になっている。これにより店

員の操作によって POS システム内部でどのような

操作が行われているのか理解させるようにしている。 
 

3. 評価 
高校生 3 人と情報系ではない専門学校 1 年生 1 人

に評価をしてもらった。本教材を利用後に記述式の

確認テストと選択式のアンケートを行った。確認テ

ストの結果は全員が似通った結果だったため平均点

をもとに考察する。なお、表 1 の平均正解率は平均

点を 100%換算したものである。 
 

表 1 確認テスト結果 

問題内容 
平均 
正解率

（%） 
POS システムが使われている場所を 3 つ答えて

ください 100 

コンビニの POS システムの機能を 3 つ答えてく

ださい 67 

商品の販売の際に収集されるデータを 3 つ答え

てください 75 

商品の発注を行う際に参考にするデータを 3 つ

答えてください 92 

バスケット分析を行うことで何が分かるのかを

答えてください 75 

ポイントカードにより何が分かるかを答えてく

ださい。 100 

リピート率からどのような商品が見つけること

ができるかを答えてください。 75 

表 2 アンケート内容 
番号 質問内容 
問 1 POS システムの機能を理解できた 

問 2 POS システム内部で行われていることがイメー

ジできた 
問 3 POS システムに集められるデータを理解できた 

問 4 POS システムに集められたデータの活用方法を

理解できた 
 

図 5 アンケート結果 
 

 確認テスト結果（表 1）のうち後半の 5 問は、POS
システムの様々な機能において収集されるデータと

その活用方法について確認する問題であるが、すべ

て正解率が 75%以上であり、理解できた人が多いこ

とが分かる。 
アンケート結果（図 5）では、回答者の人数を示

している。問 2 では半数の 2 名は POS システムの内

部動作をイメージしづらかったと答えている。これ

は店員と同様の操作を体験する画面と POS システ

ム内部の操作を体験する画面のレイアウトが似てお

り、区別が付きづらかったためであると考えられる。

問 3、4 は蓄積されているデータと、そのデータの活

用方法に関するアンケートであるが、両方とも理解

できたと答えた人が多い。 
 

4. 結論 
確認テストとアンケートの結果より、本教材が

POS システムに集められるデータとその活用方法を

理解する教材として有用であることが分かった。た

だしアンケート結果から店員の操作画面と POS シ

ステム内部の操作画面の区別が付きづらい問題があ

ることが分かった。これは店員と POS システムの 2
つのページに分けるのではなく、同一のページにし

てボタン等で学習者自身に切り替えてもらう形にす

ることで、区別が付きやすくなり解決できると考え

られる。 
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